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首都圏 

件  名 令和４・５年度の山口県後期高齢者医療の保険料率の決定について 

 

 

 本日開催された、山口県後期高齢者医療広域連合議会（令和４年第１回定例会）において、

山口県後期高齢者医療の令和４・５年度の保険料率が決定しました。 

 詳しくは別紙資料をご覧ください。 

 

 



山口県後期高齢者医療の保険料率の決定について 
 

令和４年２月１４日 

山口県後期高齢者医療広域連合 
 

 令和４・５年度の山口県後期高齢者医療の保険料率が決定しました。 

 

【令和４・５年度の山口県後期高齢者医療保険料率】 

 令和４・５年度① 令和２・３年度② 増減（①－②） 

均等割額 ５３，４１７円 ５３，８４７円 ▲４３０円 

所得割率 １０．３４％ １０．４８％ ▲０．１４ポイ

ント 

１人あたり保険料額 ７５，０２９円 ７６，３６３円 ▲１，３３４円 

 

山口県の保険料率の引き下げは、平成２０年の後期高齢者医療制度施行後１２年ぶり 

２回目。 

 

【引き下げの主な要因】 

① 被保険者数は増加するが、令和４・５年度の１人あたり医療費は減少する見込み。 
 
   被保険者数 

令和２年度（実績） 令和４年度（見込） 令和５年度（見込） 

２４４，０２８人 ２５２，９６４人 ２６１，８６８人 

     （対令和２年度比）   （３．６６％）    （７．３１％） 
   

   １人あたり医療費（診療報酬改定、２割負担化の影響も考慮） 

令和元年度（実績）※ 令和４年度（見込） 令和５年度（見込） 

１，０３８，９３９円 １，０２７，３８１円 １，０３３，２２２円 

     （対令和元年度比 ※） （▲１．１１％）   （▲０．５５％） 

※ 令和２年度は新型コロナの影響が大きいため、保険料率の試算では、１人あたり

医療費は、令和元年度以前の状況を基に試算。 

 

② 新型コロナの影響等で令和２・３年度の医療費が減少。２年間の剰余金を保険料率の

引き下げに活用（軽減対策）。 
 

剰余金活用額 ３７億５千万円 

 

【保険料率決定までの流れ】 

 ２月 ９日（水） 

   山口県高齢者医療懇話会（令和３年度第２回）で意見聴取  

 ２月１４日（月） 

   広域連合議会（令和４年第１回定例会） 

    ⇒ 保険料率改定の条例改正議案が可決・成立  保険料率決定 



均等割額
１人当たり保険料額

（対前回増減額）

46,241円 64,092円

（▲1,031円） （▲2,280円）

47,474円 67,452円

（＋1,233円） （＋3,360円）

50,431円 68,580円

（＋2,957円） （＋1,128円）

52,390円 70,812円

（＋1,959円） （＋2,232円）

52,444円 72,624円

（＋54円） （＋1,812円）

53,847円 76,363円

（＋1,403円） （＋3,739円）

53,417円 75,029円

（▲430円） （▲1,334円）

47,272円 66,372円

参考　　保険料率改定推移

平成24・25年度

剰余金20億＋基金22億

所得割：均等割

＝47：53

平成22・23年度

剰余金30億＋基金8.14億

所得割：均等割

＝47：53

所得割率

平成20・21年度
所得割：均等割

＝48：52
8.71%

平成28・29年度

剰余金6億＋基金10.5億

所得割：均等割

＝46：54

平成26・27年度

剰余金12億＋基金18億

所得割：均等割

＝47：53

令和4・5年度

剰余金37.5億＋基金なし

所得割：均等割

＝45：55

令和2・3年度

剰余金12億＋基金9.5億

所得割：均等割

＝46：54

平成30・31年度

剰余金6億＋基金9.5億

所得割：均等割

＝46：54

8.73%

（＋0.02㌽）

9.45%

（＋0.72㌽）

10.17%

（＋0.72㌽）

10.52%

（＋0.35㌽）

10.28%

（▲0.24㌽）

10.48%

（＋0.20㌽）

10.34%

（▲0.14㌽）


